
　

（
3
）

　

委
員
会
別
の
成
立
し
た
法
律
・
条
約
等
の
要
旨
及
び
本
会
議
に
お
け
る
委
員
長
報
告
（
議
案
審
議
表
付
）

○
内
閣
委
員
会

内
閣
提
出
法
律
案
（
七
件
）

番
号

件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名

先議院

提
　
出

月
　
日

参
　
　
　
議
　
　
　
院

衆
　
　
　
議
　
　
　
院

備
　
　
　
　
考

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

０１

防
衛
庁
設
置
法
及
び
自
衛
隊
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
案

衆

六
一
、
九
、
一
一

六
一
、
一
一
、
二
六

六
一
、
一
二
、
九

可
　
　
決

六
一
、
一
二
、
一
〇

可
　
　
決

六
一
、
一
〇
、
二
一

六
一
、
一
一
、
二
〇

可
　
　
決

　
六
一
、
一
一
、
二
一

可
　
　
決

　
　
　
　
　
六
一
、
一
〇
、
一
二

衆
本
会
議
趣
旨
説
明

　
　
　
　
　
　
　
一
一
、
二
六

参
本
会
議
趣
旨
説
明

　

1

4

地
方
公
共
団
体
の
執
行
機
関
が
国
の
機
関
と
し
て
行

う
事
務
の
整
理
及
び
合
理
化
に
関
す
る
法
律
案

"

九
、
一
七

一
一
、
二
七

（
予
）

　
　
一
二
、
一
六

可
　
　
決

　
　
一
二
、
一
九

可
　
　
決

一
〇
、
二
二

　
　
一
一
、
二
七

可
　
　
決

　
　
一
一
、
二
七

可
　
　
決

　　

1
6

国
家
公
務
員
災
害
補
償
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律 

案

"

九
、
一
七

九
、
一
七

（
予
）

　
　
一
〇
、
三
〇

可
　
　
決

　
　
一
〇
、
三
一

可
　
　
決

九
、
一
七

　
　
一
〇
、
二
三

可
　
　
決

　
　
一
〇
、
二
三

可
　
　
決

　

1
8　

臨
時
行
政
改
革
推
進
審
議
会
設
置
法
案 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

”
一
〇
、
二
二　
　
　
　
　
　
　

一
二
、
一
〇

　
　
一
二
、
一
八

可
　
　
決

　
　
一
二
、
一
九

可
　
　
決

一
〇
、
三
〇
　
　
一
二
、
九

可
　
　
決

　
　
一
二
、
九

可
　
　
決

　
　
　
　
　
　
　
一
〇
、
三
〇

衆
本
会
議
趣
旨
説
明

　
　
　
　
　
　
　
一
二
、
一
〇

参
本
会
議
趣
旨
説
明

2
4

一
般
職
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
案

"

一
〇
、
三
一

一
〇
、
三

一

（
予
）

　
　
一
二
、
一
八

可
　
　
決

　
　
一
二
、
一
九

可
　
　
決

一
〇
、
三
一

　
　
一
二
、
九

可
　
決

　
一
二
、
一
一

可
　
　
決

2
5

特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案

"

一
〇
、
三
一

一
〇
、
三
一

（
予
）

　
　
一
二
、
一
八

可
　
　
決

　
　
一
二
、
一
九

可
　
　
決

一
〇
、
三
一
　
　
一
二
、
九

可
　
　
決

　
　
一
二
、
一
一

可
　
　
決

2
6

 

防
衛
庁
職
員
給
与
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

"　

一
〇
、
三
一

一
〇
、
三
一

（
予
）

　
　
一
二
、
一
八

可
　
　
決

　
　
一
二
、
一
九

可
　
　
決

一
〇
、
三
一

　
　
一
二
、
九

可
　
　
決

　
　
一
二
、
一
一

可
　
　
決



防
衛
庁
設
置
法
及
び
自
衛
隊
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第

一
〇
号
）

要
旨　

本
案
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
防
衛
庁
設
置
法
の
一
部
改
正

　
　
艦
艇
の
就
役
、
航
空
機
の
取
得
及
び
防
衛
庁
中
央
指
揮
所
の
整

　
備
等
に
伴
い
、
自
衛
官
の
定
数
を
海
上
自
衛
隊
に
つ
い
て
は
三
百

　
五
十
二
人
増
員
し
て
四
万
五
千
五
百
五
十
一
人
に
、
航
空
自
衛
隊

　
に
つ
い
て
は
二
百
三
十
一
人
増
員
し
て
四
万
七
千
六
十
五
人
に
、

　
統
合
幕
僚
会
議
に
つ
い
て
は
二
十
三
人
増
員
し
て
百
五
十
二
人
と

　
し
、
合
わ
せ
て
六
百
六
人
増
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
全
体
と
し
て

　
の
自
衛
官
定
数
を
二
十
七
万
二
千
七
百
六
十
八
人
と
す
る
こ
と
。

二
、
自
衛
隊
法
の
一
部
改
正

　
１
　
自
衛
隊
の
予
備
勢
力
を
確
保
す
る
た
め
、
予
備
自
衛
官
の
員

　
　
数
を
陸
上
自
衛
隊
に
つ
い
て
千
人
増
加
し
、
航
空
自
衛
隊
に
つ

　
　
い
て
も
予
備
自
衛
官
制
度
を
新
設
し
て
三
百
人
と
し
、
合
計
四

　
　
万
四
千
九
百
人
と
す
る
こ
と
。

　
２
　
有
線
電
気
通
信
設
備
、
無
線
設
備
及
び
船
舶
の
防
衛
上
の
重

　
　
要
性
及
び
防
護
の
緊
要
度
が
高
ま
つ
た
こ
と
に
伴
い
、
自
衛
官

　
　
が
武
器
を
使
用
し
て
防
護
す
る
こ
と
が
で
き
る
対
象
に
こ
れ
ら

　
　
を
加
え
る
こ
と
。

　
３
　
国
の
機
関
か
ら
依
頼
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
自
衛
隊
の
任
務

　
　
遂
行
に
支
障
を
生
じ
な
い
限
度
に
お
い
て
、
航
空
機
に
よ
る
国

　
　
賓
等
の
輸
送
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
、
ま
た
、
自
衛

　
　
隊
は
、
国
賓
等
の
輸
送
の
用
に
主
と
し
て
供
す
る
た
め
の
航
空

　
　
機
を
保
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
こ
と
。

　
４
　
市
町
村
の
境
界
が
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
中
部
航
空
方

　
　
面
隊
司
令
部
の
所
在
地
を
入
間
市
か
ら
狭
山
市
に
名
称
変
更
を

　
　
行
う
こ
と
。

三
、
本
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
。

委
員
長
報
告

　
　
た
だ
い
ま
議
題
に
な
り
ま
し
た
防
衛
庁
設
置
法
及
び
自
衛
隊
法
の

　
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
内
閣
委
員
会
に
お
け
る

　
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
本
法
律
案
の
主
な
内
容
は
、
第
一
に
、
艦
艇
の
就
役
、
航
空
機
の

　
取
得
及
び
中
央
指
揮
所
の
二
十
四
時
間
運
用
態
勢
の
確
保
等
に
伴
い
、

　
自
衛
官
の
定
数
を
海
上
自
衛
隊
三
百
五
十
二
人
、
航
空
自
衛
隊
二
百

　
三
十
一
人
、
統
合
幕
僚
会
議
二
十
三
人
、
合
わ
せ
て
六
百
六
人
増
加



す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
衛
官
の
総
定
数
を
二
十
七
万
二
千
七
百
六
十

八
人
と
す
る
こ
と
。
第
二
に
、
自
衛
隊
の
予
備
勢
力
を
確
保
す
る
た

め
、
予
備
自
衛
官
の
員
数
を
陸
上
自
衛
隊
に
千
人
増
加
す
る
と
と
も

に
、
航
空
自
衛
隊
に
三
百
人
新
設
し
、
合
わ
せ
て
千
三
百
人
増
加
す

る
こ
と
に
よ
り
予
備
自
衛
官
の
総
数
を
四
万
四
千
九
百
人
と
す
る
こ

と
。
第
三
に
、
船
舶
及
び
有
線
電
気
通
信
設
備
等
の
防
衛
上
の
重
要

性
及
び
防
護
の
緊
要
度
が
高
ま
つ
た
こ
と
に
伴
い
、
自
衛
官
が
武
器
を

使
用
し
て
防
護
す
る
こ
と
が
で
き
る
対
象
に
こ
れ
ら
を
加
え
る
こ
と
。

第
四
に
、
国
の
機
関
か
ら
依
頼
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
航
空
機
に
よ
る

国
賓
等
の
輸
送
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
、
そ
の
た
め
の
航
空

機
を
自
衛
隊
が
保
有
で
き
る
こ
と
と
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
中
曽
根
内
閣
総
理
大
臣
の
出
席
を
求

め
て
質
疑
を
行
う
な
ど
熱
心
な
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
主
な
質
疑
の
内
容
は
、
自
衛
官
の
定
数
増
と
充
足
率
と
の
関

連
、
予
備
自
衛
官
の
増
員
理
由
と
将
来
構
想
、
武
器
を
使
用
し
て
防

護
で
き
る
対
象
の
拡
大
理
由
、
防
衛
計
画
の
大
綱
の
見
直
し
、
大
綱

水
準
達
成
と
Ｇ
Ｎ
Ｐ
一
％
と
の
関
連
等
の
ほ
か
、
洋
上
防
空
構
想
、

在
日
米
軍
労
務
費
負
担
、
日
米
共
同
統
合
演
習
、
事
前
協
議
制
度
等

広
範
多
岐
に
わ
た
つ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
詳
細
は
、
会
議
録
に
よ

り
御
承
知
願
い
た
い
と
存
じ
ま
す
。

採
決
に
よ
り
質
疑
を
終
局
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
後
、
討
論
に
入
　
　
　

り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
社
会
党
・
護
憲
共
同
を
代
表
し
て
久
保
田

理
事
よ
り
反
対
、
自
由
民
主
党
を
代
表
し
て
大
城
理
事
よ
り
賛
成
、

公
明
党
・
国
民
会
議
を
代
表
し
て
峯
山
委
員
よ
り
反
対
、
民
社
党
・

国
民
連
合
を
代
表
し
て
柳
澤
委
員
よ
り
賛
成
、
日
本
共
産
党
を
代
表

し
て
内
藤
委
員
よ
り
反
対
の
旨
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　
討
論
を
終
わ
り
、
採
決
の
結
果
、
本
法
律
案
は
多
数
を
も
つ
て
原

案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

地
方
公
共
団
体
の
執
行
機
関
が
国
の
機
関
と
し
て
行
う
事
務
の
整
理
及

び
合
理
化
に
関
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
一
四
号
）

要
旨　

本
案
は
、
昭
和
六
十
年
七
月
二
十
二
日
付
臨
時
行
政
改
革
推
進

審
議
会
の
「
行
政
改
革
の
推
進
方
策
に
関
す
る
答
申
」
に
お
い
て
指

摘
さ
れ
た
機
関
委
任
事
務
及
び
国
・
地
方
を
通
ず
る
許
認
可
権
限
等

に
係
る
事
項
の
う
ち
、
地
方
公
共
団
体
の
自
主
性
・
自
律
性
を
強
化

し
つ
つ
、
地
域
の
実
情
に
合
つ
た
総
合
的
、
効
率
的
な
行
政
の
実
現

及
び
事
務
運
営
の
簡
素
化
を
図
る
観
点
か
ら
、
機
関
委
任
事
務
及
び



国
・
地
方
を
通
ず
る
許
認
可
権
限
等
に
つ
い
て
、
法
律
改
正
を
要
す

る
十
一
省
庁
四
十
三
法
律
（
重
複
す
る
法
律
を
除
く
純
計
）
、
六
十

一
事
項
を
取
り
ま
と
め
て
整
理
合
理
化
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ

つ
て
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
機
関
委
任
事
務
の
整
理
合
理
化
関
係
（
三
十
四
法
律
、
五
十
事

　
項
）

　
１
　
調
理
師
試
験
及
び
宅
地
建
物
取
引
主
任
者
資
格
試
験
の
実
施

　
　
に
関
す
る
事
務
を
民
間
に
委
譲
す
る
な
ど
、
十
事
項
を
廃
止
す

　
　
る
こ
と
（
十
法
律
の
改
正
）
。

　
２
　
老
人
ホ
ー
ム
、
保
育
所
及
び
精
神
薄
弱
者
援
護
施
設
等
へ
の

　
　
入
所
等
に
関
す
る
事
務
な
ど
、
三
十
三
事
項
を
市
町
村
等
の
事

　
　
務
（
団
体
委
任
事
務
）
と
す
る
こ
と
（
十
七
法
律
の
改
正
）
。

　
３
　
簡
易
専
用
水
道
に
係
る
知
事
の
給
水
停
止
命
令
等
の
権
限
を

　
　
保
健
所
設
置
市
の
長
に
委
譲
す
る
な
ど
、
市
町
村
に
お
い
て
処

　
　
理
す
る
こ
と
が
効
率
的
な
も
の
五
事
項
を
市
町
村
に
委
譲
す
る

　
　
こ
と
（
五
法
律
の
改
正
）
。

　
４
　
電
源
開
発
調
整
審
議
会
が
関
係
都
道
府
県
知
事
か
ら
意
見
を

　
　
聴
取
す
る
場
合
に
、
当
該
都
道
府
県
知
事
の
出
席
を
要
し
な
い

　
　
も
の
と
す
る
な
ど
、
二
事
項
の
事
務
を
整
理
合
理
化
す
る
こ
と

　
　
（
二
法
律
の
改
正
）
。

二
、
国
・
地
方
を
通
ず
る
許
認
可
権
限
等
の
整
理
合
理
化
関
係
（
十

　
一
法
律
、
十
一
事
項
）

　
　
一
の
都
道
府
県
域
内
で
事
業
を
行
う
社
会
福
祉
法
人
の
設
立
認

　
可
等
の
権
限
を
厚
生
大
臣
か
ら
都
道
府
県
知
事
に
委
譲
す
る
な
ど
、

　
国
が
直
接
処
理
し
て
い
た
事
務
十
一
事
項
を
都
道
府
県
知
事
へ
委

　
譲
す
る
こ
と
（
十
一
法
律
の
改
正
）
。

三
、
本
法
律
は
、
一
部
を
除
き
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
。

委
員
長
報
告

　
　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
五
件
の
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、

　
内
閣
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま

　
す
。

　
　
ま
ず
、
地
方
公
共
団
体
の
執
行
機
関
が
国
の
機
関
と
し
て
行
う
事

　
務
の
整
理
及
び
合
理
化
に
関
す
る
法
律
案
は
、
地
方
公
共
団
体
の
自

　
主
性
・
自
律
性
を
強
化
し
つ
つ
、
地
域
の
実
情
に
合
つ
た
総
合
的
、

　
効
率
的
な
行
政
の
実
現
及
び
事
務
運
営
の
簡
素
化
を
図
る
観
点
か
ら
、

　
昭
和
六
十
年
七
月
の
臨
時
行
政
改
革
推
進
審
議
会
の
答
申
の
趣
旨
に

　
沿
つ
て
、
五
十
事
項
の
機
関
委
任
事
務
及
び
十
一
事
項
の
国
・
地
方

　
を
通
ず
る
許
認
可
権
限
等
の
整
理
及
び
合
理
化
を
図
る
た
め
、
十
一



省
庁
四
十
三
法
律
に
わ
た
る
改
正
を
一
括
し
て
行
お
う
と
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
本
法
律
案
の
趣
旨
と
地
方
自
治
強
化

と
の
関
連
、
機
関
委
任
事
務
増
加
の
原
因
と
抑
制
策
、
機
関
委
任
事

務
を
団
体
委
任
事
務
と
す
る
場
合
の
留
意
点
、
保
育
所
の
入
所
措
置

等
に
係
る
基
準
政
令
の
定
め
方
等
に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
詳
細
は
、
会
議
録
に
よ
り
御
承
知
願
い
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
採
決
に
よ
り
質
疑
を
終
局
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
後
、
討
論
に
入

り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
共
産
党
を
代
表
し
て
内
藤
委
員
よ
り
反
対

の
旨
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　
討
論
を
終
わ
り
、
採
決
の
結
果
、
本
法
律
案
は
多
数
を
も
つ
て
原

案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
本
法
律
案
に
対
し
、
八
項
目
に
わ
た
る
附
帯
決
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
次
に
、
臨
時
行
政
改
革
推
進
審
議
会
設
置
法
案
は
、
行
政
改
革
の

推
進
が
引
き
続
き
要
請
さ
れ
て
い
る
現
下
の
情
勢
に
か
ん
が
み
、
ま

た
、
去
る
六
月
の
臨
時
行
政
改
革
推
進
審
議
会
の
最
終
答
申
を
踏
ま

え
て
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
た
適
正
か
つ
合
理
的
な
行

政
の
実
現
を
推
進
す
る
た
め
、
総
理
府
に
、
改
め
て
臨
時
行
政
改
革

推
進
審
議
会
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
審
議
会
の

構
成
は
、
両
議
院
の
同
意
を
得
て
内
閣
総
理
大
臣
が
任
命
す
る
非
常

勤
の
委
員
七
人
を
も
つ
て
組
織
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
審
議
会
は
政
令
で
定
め
る
施
行
期
日
か
ら
三
年
を
経
過
し

た
日
に
廃
止
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
中
曽
根
内
閣
総
理
大
臣
の
出
席
を
求

め
る
な
ど
熱
心
な
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
主
な
質
疑
の
内
容
は
、
増
税
な
き
財
政
再
建
と
行
革
推
進
と

の
関
係
、
新
行
革
審
設
置
の
理
由
と
諮
問
事
項
、
審
議
会
の
運
営
及

び
委
員
選
任
の
基
本
方
針
等
広
範
多
岐
に
わ
た
つ
て
お
り
ま
す
が
、

そ
の
詳
細
は
会
議
録
に
よ
つ
て
御
承
知
願
い
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
採
決
に
よ
り
質
疑
を
終
局
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
後
、
討
論
に
入

り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
社
会
党
・
護
憲
共
同
を
代
表
し
て
久
保
田

理
事
よ
り
反
対
、
公
明
党
・
国
民
会
議
を
代
表
し
て
峯
山
委
員
よ
り

賛
成
、
日
本
共
産
党
を
代
表
し
て
内
藤
委
員
よ
り
反
対
、
民
社
党
・

国
民
連
合
を
代
表
し
て
柳
澤
委
員
よ
り
賛
成
の
旨
の
発
言
が
あ
り
ま

し
た
。

　
討
論
を
終
わ
り
、
採
決
の
結
果
、
本
法
律
案
は
多
数
を
も
つ
て
原

案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
給
与
関
係
三
法
律
案
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
一
般
職
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法



律
案
は
、
去
る
八
月
の
人
事
院
勧
告
を
完
全
実
施
す
る
た
め
、
一
般

職
の
職
員
の
給
与
に
つ
い
て
、
全
俸
給
表
の
全
俸
給
月
額
を
本
年
四

月
一
日
か
ら
平
均
二
・
三
％
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、
医
師
等
に
対

す
る
初
任
給
調
整
手
当
及
び
扶
養
、
宿
日
直
等
の
各
手
当
を
改
定
す

る
ほ
か
、
筑
波
研
究
学
園
都
市
移
転
手
当
の
改
廃
に
関
す
る
措
置
に

つ
い
て
の
人
事
院
勧
告
の
期
限
を
昭
和
七
十
一
年
十
二
月
三
十
一
日

ま
で
、
十
年
間
延
長
す
る
等
の
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

　
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案
は
、
一
般
職
の
職
員
の
給
与
改
定
に
伴
い
、
特
別
職
の
職
員
の
俸

給
月
額
を
改
定
す
る
ほ
か
、
内
閣
総
理
大
臣
及
び
国
務
大
臣
の
給
与

の
一
部
返
納
に
つ
い
て
、
所
要
の
特
例
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　
防
衛
庁
職
員
給
与
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
は
、
一
般
職
の

職
員
の
給
与
改
定
に
準
じ
て
、
防
衛
庁
職
員
の
俸
給
月
額
等
に
つ
い

て
所
要
の
改
定
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
以
上
三
法
律
案
を
一
括
し
て
審
査
し
、

官
民
較
差
五
％
未
満
の
場
合
の
勧
告
の
あ
り
方
、
完
全
実
施
に
対
す

る
政
府
の
決
意
等
に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
詳
細

は
会
議
録
に
よ
つ
て
御
承
知
願
い
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
質
疑
を
終
わ
り
、
討
論
に
入
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
共
産
党
を
代

表
し
て
内
藤
委
員
よ
り
、
一
般
職
職
員
給
与
法
改
正
案
に
賛
成
、
特

別
職
職
員
給
与
法
改
正
案
に
反
対
、
防
衛
庁
職
員
給
与
法
改
正
案
に

棄
権
す
る
旨
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
討
論
を
終
わ
り
、
順
次
採
決

の
結
果
、
一
般
職
職
員
給
与
法
改
正
案
は
全
会
一
致
、
特
別
職
職
員

給
与
法
改
正
案
は
多
数
、
防
衛
庁
職
員
給
与
法
改
正
案
は
全
会
一
致

を
も
つ
て
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し

ま
し
た
。

　
以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

国
家
公
務
員
災
害
補
償
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
一
六

号
）

要
旨

　
　
本
案
は
、
人
事
院
の
国
会
及
び
内
閣
に
対
す
る
昭
和
六
十
一
年
八

　
月
一
日
付
の
意
見
の
申
し
出
に
か
ん
が
み
、
公
務
上
の
災
害
又
は

　
通
勤
に
よ
る
災
害
を
受
け
た
職
員
及
び
そ
の
遺
族
に
対
す
る
災
害
補

　
償
制
度
に
関
し
、
年
金
た
る
補
償
に
係
る
平
均
給
与
額
に
年
齢
階
層

　
ご
と
の
最
低
限
度
額
及
び
最
高
限
度
額
を
設
定
す
る
等
の
所
要
の
措

　
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と



お
り
で
あ
る
。

一
、
年
金
た
る
補
償
に
係
る
平
均
給
与
額
の
改
正

　
（
一
）
　
年
金
た
る
補
償
に
係
る
平
均
給
与
額
に
つ
い
て
、
人
事
院
規

　
　
則
で
定
め
る
年
齢
階
層
ご
と
に
最
低
限
度
額
及
び
最
高
限
度
額

　
　
を
定
め
、
被
災
職
員
の
平
均
給
与
額
が
、
当
該
職
員
の
年
齢
の

　
　
属
す
る
年
齢
階
層
に
係
る
最
低
限
度
額
を
下
回
り
、
又
は
最
高

　
　
限
度
額
を
超
え
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
最
低
限
度
額
又

　
　
は
最
高
限
度
額
を
当
該
職
員
の
平
均
給
与
額
と
す
る
こ
と
。

　
　
　
な
お
、
最
低
限
度
額
及
び
最
高
限
度
額
は
、
労
働
者
災
害
補

　
　
償
保
険
制
度
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
額
を
考
慮
し
て
人
事
院
が

　
　
定
め
る
こ
と
と
す
る
こ
と
。

　
（
二
）
　
こ
の
改
正
の
施
行
時
に
お
い
て
年
金
た
る
補
償
を
受
け
る
権

　
　
利
を
有
し
て
い
る
者
に
つ
い
て
は
、
施
行
時
に
お
け
る
当
該
年

　
　
金
た
る
補
償
に
係
る
平
均
給
与
額
が
（
一
）
の
最
高
限
度
額
を
超
え

　
　
る
場
合
に
は
、
当
該
平
均
給
与
額
を
基
礎
と
し
て
年
金
た
る
補

　
　
償
の
額
を
算
定
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
超
え
る
間
、
年
金
た
る

　
　
補
償
の
額
の
自
動
改
定
は
行
わ
な
い
こ
と
と
す
る
こ
と
。

二
、
通
勤
の
定
義
に
関
す
る
規
定
の
整
備

　
　
通
勤
災
害
に
つ
い
て
、
保
護
の
対
象
と
な
る
通
勤
の
範
囲
を
人

　
事
院
規
則
で
具
体
的
に
定
め
る
こ
と
と
す
る
こ
と
。

三
、
収
監
中
の
者
に
対
す
る
休
業
補
償
の
取
り
扱
い

　
　
監
獄
等
に
収
容
さ
れ
て
い
る
者
に
は
、
休
業
補
償
を
支
給
し
な

　

四
、

い
こ
と
と
す
る
こ
と
。

施
行
期
日

年
金
た
る
補
償
に
係
る
平
均
給
与
額
の
改
正
に
つ
い
て
は
昭
和

六
十
二
年
二
月
一
日
、
通
勤
の
定
義
に
関
す
る
規
定
の
整
備
及
び

収
監
中
の
者
に
対
す
る
休
業
補
償
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
昭
和

六
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
。

委
員
長
報
告

　
　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
国
家
公
務
員
災
害
補
償
法
の
一
部

　
を
改
正
す
る
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
内
閣
委
員
会
に
お
け
る
審
査

　
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
本
法
律
案
は
、
去
る
八
月
一
日
付
の
人
事
院
の
国
家
公
務
員
災
害

　
補
償
法
の
改
正
に
関
す
る
意
見
の
申
し
出
に
か
ん
が
み
、
年
金
た
る

　
補
償
に
係
る
平
均
給
与
額
に
年
齢
階
層
ご
と
の
最
低
限
度
額
及
び
最

　
高
限
度
額
を
設
定
す
る
と
と
も
に
、
通
勤
の
定
義
に
関
す
る
規
定
の

　
整
備
を
行
い
、
あ
わ
せ
て
監
獄
等
に
収
容
さ
れ
て
い
る
者
に
対
し
て

　
休
業
補
償
を
支
給
し
な
い
こ
と
と
す
る
ほ
か
、
所
要
の
規
定
の
整
備

　
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。



　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
災
害
補
償
の
法
的
性
格
、
限
度
額
設

定
の
是
非
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
即
応
す
る
通
勤
災
害
の
範
囲

の
拡
大
、
収
監
中
の
職
員
に
対
し
て
休
業
補
償
を
支
給
し
な
い
こ
と

の
取
り
扱
い
等
の
ほ
か
行
政
監
察
の
あ
り
方
及
び
官
民
給
与
較
差
五

％
未
満
の
場
合
の
人
事
院
勧
告
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
質
疑
が
行
わ

れ
ま
し
た
が
、
そ
の
詳
細
は
会
議
録
に
よ
つ
て
御
承
知
願
い
た
い
と

存
じ
ま
す
。

　
質
疑
を
終
わ
り
、
討
論
に
入
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
共
産
党
を

代
表
し
て
内
藤
委
員
よ
り
反
対
の
旨
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
次
い

で
、
採
決
の
結
果
、
本
法
律
案
は
多
数
を
も
つ
て
原
案
ど
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
本
法
律
案
に
対
し
、
災
害
の
予
防
及
び
職
業
病
の
発
生
防

止
の
た
め
努
力
す
る
こ
と
等
二
項
目
に
わ
た
る
自
由
民
主
党
、
日
本

社
会
党
、
公
明
党
・
国
民
会
議
、
日
本
共
産
党
及
び
民
社
党
・
国
民

連
合
の
各
派
共
同
提
案
に
係
る
附
帯
決
議
が
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
以
上
、
御
報
告
を
申
し
上
げ
ま
す
。

臨
時
行
政
改
革
推
進
審
議
会
設
置
法
案
（
閣
法
第
一
八
号
）

要
旨

　
本
案
は
、
行
政
改
革
の
推
進
が
引
き
続
き
要
請
さ
れ
て
い
る
現
下

の
情
勢
に
か
ん
が
み
、
ま
た
、
本
年
六
月
十
日
に
提
出
さ
れ
た
臨
時

行
政
改
革
推
進
審
議
会
の
最
終
答
申
を
踏
ま
え
、
総
理
府
に
改
め
て

臨
時
行
政
改
革
推
進
審
議
会
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
た
適
正
か
つ
合
理
的
な
行
政

　
の
実
現
を
推
進
す
る
た
め
、
総
理
府
に
、
臨
時
行
政
改
革
推
進
審

　
議
会
を
設
置
す
る
こ
と
。

二
、
審
議
会
は
、
行
政
改
革
に
関
し
臨
時
行
政
調
査
会
の
行
つ
た
答

　
申
並
び
に
存
置
期
間
を
迎
え
解
散
し
た
臨
時
行
政
改
革
推
進
審
議

　
会
の
述
べ
た
意
見
及
び
行
つ
た
答
申
を
受
け
て
講
ぜ
ら
れ
る
行
政

　
制
度
及
び
行
政
運
営
の
改
善
に
関
す
る
施
策
に
係
る
重
要
事
項
に

　
つ
い
て
調
査
審
議
し
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
内
閣
総
理
大
臣
に

　
意
見
を
述
べ
る
ほ
か
、
内
閣
総
理
大
臣
の
諮
問
に
応
じ
て
答
申
す

　
る
こ
と
。

三
、
審
議
会
は
、
行
政
の
改
善
問
題
に
関
し
て
優
れ
た
識
見
を
有
す

　
る
者
の
う
ち
か
ら
、
両
議
院
の
同
意
を
得
て
、
内
閣
総
理
大
臣
が

　
任
命
す
る
非
常
勤
の
委
員
七
人
を
も
つ
て
組
織
す
る
こ
と
。

四
、
審
議
会
は
、
行
政
機
関
の
長
等
に
対
し
て
、
資
料
の
提
出
等
の

　
必
要
な
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
行
政
機
関
等
の
運



　
営
状
況
を
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

五
、
審
議
会
は
、
本
法
律
施
行
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
経
過
し
た

　
日
に
廃
止
す
る
こ
と
。

六
、
本
法
律
は
、
一
部
の
規
定
を
除
き
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て

　
四
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行

　
す
る
こ
と
。

委
員
長
報
告

　
　
二
七
ペ
ー
ジ
参
照

一
般
職
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

（
閣
法
第
二
四
号
）

要
旨　

本
案
は
、
昭
和
六
十
一
年
八
月
十
二
日
付
の
人
事
院
の
一
般
職

の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
勧
告
に
か
ん
が
み
、
一
般
職
の
職
員
の
給

与
等
に
関
す
る
法
律
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
そ

の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
俸
給
表
の
改
定

　
　
全
俸
給
表
の
全
俸
給
月
額
を
平
均
二
・
三
％
、
五
千
六
百
二
十

　
九
円
引
き
上
げ
る
こ
と
。

二
、
諸
手
当
の
改
定

１
　
初
任
給
調
整
手
当
に
つ
い
て
、
医
療
職
俸
給
表
（
一
）
の
適
用
を

　
受
け
る
医
師
及
び
歯
科
医
師
に
対
す
る
支
給
月
額
の
限
度
額
を

　
二
十
三
万
五
千
円
（
現
行
二
十
三
万
円
）
に
引
き
上
げ
る
と
と

　
も
に
、
医
療
職
俸
給
表
（
一
）
以
外
の
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
医

　
師
及
び
歯
科
医
師
の
う
ち
、
医
学
又
は
歯
学
に
関
す
る
専
門
的

　
知
識
を
必
要
と
す
る
官
職
を
占
め
る
職
員
に
対
す
る
支
給
月
額

　
の
限
度
額
を
四
万
二
千
五
百
円
（
現
行
四
万
二
千
円
）
に
引
き

　
上
げ
る
こ
と
。

２
　
扶
養
手
当
に
つ
い
て
、
配
偶
者
に
係
る
支
給
月
額
を
一
万
五

　
千
円
（
現
行
一
万
四
千
円
）
に
、
配
偶
者
の
な
い
職
員
の
扶
養

　
親
族
の
う
ち
一
人
に
係
る
支
給
月
額
を
一
万
円
（
現
行
九
千
五

　
百
円
）
に
引
き
上
げ
る
こ
と
。

３
　
宿
日
直
手
当
に
つ
い
て
、
勤
務
一
回
当
た
り
の
支
給
限
度
額

　
を
、
通
常
の
宿
日
直
勤
務
に
あ
つ
て
は
二
千
三
百
円
（
現
行
千

　
六
百
円
）
、
入
院
患
者
の
病
状
の
急
変
等
に
対
処
す
る
た
め
の

　
医
師
又
は
歯
科
医
師
の
宿
日
直
勤
務
に
あ
つ
て
は
一
万
二
千
円

　
（
現
行
一
万
円
）
に
、
人
事
院
規
則
で
定
め
る
そ
の
他
の
特
殊
な

　
業
務
を
主
と
し
て
行
う
宿
日
直
勤
務
に
あ
つ
て
は
四
千
二
百
円



　
　
（
現
行
三
千
二
百
円
）
に
引
き
上
げ
、
ま
た
、
こ
れ
ら
の
宿
日

　
　
直
勤
務
が
土
曜
日
等
の
退
庁
時
か
ら
引
き
続
い
て
行
わ
れ
る
場

　
　
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
支
給
の
限
度
額
を
そ
れ
ぞ
れ
三
千
四
百

　
　
五
十
円
（
現
行
二
千
四
百
円
）
、
一
万
八
千
円
（
現
行
一
万
五

　
　
千
円
）
、
六
千
三
百
円
（
現
行
四
千
八
百
円
）
に
引
き
上
げ
る

　
　
こ
と
。
ま
た
、
常
直
的
な
宿
日
直
勤
務
に
つ
い
て
の
支
給
月
額

　
　
の
限
度
額
を
一
万
三
千
円
（
現
行
一
万
千
円
）
に
引
き
上
げ
る

　
　
こ
と
。

　
４
　
非
常
勤
の
委
員
、
顧
問
、
参
与
等
に
支
給
す
る
手
当
に
つ
い

　
　
て
、
支
給
の
限
度
額
を
日
額
二
万
五
千
四
百
円
（
現
行
二
万
四

　
　
千
八
百
円
）
に
引
き
上
げ
る
こ
と
。

　
５
　
筑
波
研
究
学
園
都
市
移
転
手
当
の
改
廃
に
関
す
る
措
置
に
つ

　
　
い
て
の
人
事
院
の
勧
告
の
期
限
を
昭
和
七
十
一
年
十
二
月
三
十

　
　
一
日
に
改
め
る
こ
と
。

三
、
施
行
期
日

　
　
本
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
昭
和
六
十
一
年
四
月
一

　
日
か
ら
適
用
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
宿
日
直
手
当
に
関
す
る
改
正

　
規
定
は
、
昭
和
六
十
二
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
。

委
員
長
報
告

二
七
ペ
ー
ジ
参
照

特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

（
閣
法
第
二
五
号
）

要
旨

　
　
本
案
は
、
一
般
職
の
国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
に
伴
い
、
特
別
職

　
の
職
員
の
給
与
の
額
を
改
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
そ
の

　
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
一
、
内
閣
総
理
大
臣
の
俸
給
月
額
を
百
七
十
六
万
六
千
円
（
現
行
百

　
　
七
十
二
万
五
千
円
）
、
国
務
大
臣
等
の
俸
給
月
額
を
百
二
十
八
万

　
　
八
千
円
（
現
行
百
二
十
五
万
八
千
円
）
、
内
閣
法
制
局
長
官
等
の

　
　
俸
給
月
額
を
百
二
十
三
万
千
円
（
現
行
百
二
十
万
二
千
円
）
と
し
、

　
　
そ
の
他
政
務
次
官
以
下
の
俸
給
月
額
を
百
四
万
九
千
円
か
ら
九
十

　
　
一
万
千
円
（
現
行
百
二
万
五
千
円
か
ら
八
十
九
万
円
）
の
範
囲
内

　
　
で
改
定
す
る
こ
と
。

　
二
、
大
使
及
び
公
使
の
俸
給
月
額
を
百
二
十
三
万
千
円
か
ら
八
十
一

　
　
万
円
（
現
行
百
二
十
万
二
千
円
か
ら
七
十
九
万
千
円
）
の
範
囲
内

　
　
で
改
定
す
る
こ
と
。

　
三
、
秘
書
官
の
俸
給
月
額
を
四
十
一
万
三
千
二
百
円
か
ら
二
十
万
三



　
千
百
円
（
現
行
四
十
万
三
千
九
百
円
か
ら
十
九
万
八
千
五
百
円
）

　
の
範
囲
内
で
改
定
す
る
こ
と
。

四
、
委
員
会
の
常
勤
委
員
及
び
非
常
勤
委
員
の
日
額
手
当
の
支
給
限

　
度
額
を
四
万
五
千
二
百
円
（
現
行
四
万
四
千
二
百
円
）
及
び
二
万

　
五
千
四
百
円
（
現
行
二
万
四
千
八
百
円
）
に
そ
れ
ぞ
れ
改
定
す
る

　
こ
と
。

五
、
内
閣
総
理
大
臣
及
び
国
務
大
臣
の
給
与
の
一
部
返
納
に
つ
い
て
、

　
所
要
の
特
例
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

六
、
旧
国
際
科
学
技
術
博
覧
会
政
府
代
表
の
俸
給
月
額
に
つ
い
て
は
、

　
昭
和
六
十
一
年
九
月
十
五
日
ま
で
の
間
は
、
百
三
万
九
千
円
（
現

　
行
百
一
万
五
千
円
）
で
あ
つ
た
も
の
と
す
る
こ
と
。

七
、
本
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
昭
和
六
十
一
年
四
月
一

　
日
か
ら
適
用
す
る
。

委
員
長
報
告

　
　
二
七
ペ
ー
ジ
参
照

防
衛
庁
職
員
給
与
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
二
六
号
）

要
旨

　
本
案
は
、
一
般
職
の
国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
に
準
じ
て
、
防
衛

庁
職
員
の
俸
給
月
額
等
を
改
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
そ

の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
事
務
次
官
、
参
事
官
、
書
記
官
及
び
部
員
に
適
用
さ
れ
る
参
事

　
官
等
俸
給
表
の
俸
給
月
額
を
平
均
二
・
三
％
並
び
に
自
衛
官
に
適

　
用
さ
れ
る
自
衛
官
俸
給
表
の
俸
給
月
額
を
平
均
二
・
四
％
そ
れ
ぞ

　
れ
引
き
上
げ
る
こ
と
。

二
、
防
衛
大
学
校
及
び
防
衛
医
科
大
学
校
の
学
生
に
支
給
す
る
学
生

　
手
当
の
月
額
を
六
万
六
千
八
百
円
（
現
行
六
万
四
千
九
百
円
）
に

　
増
額
す
る
こ
と
。

　
　
　
三
、
営
舎
外
居
住
を
許
可
さ
れ
た
自
衛
官
に
支
給
さ
れ
る
営
外
手
当

　
の
月
額
を
六
千
百
六
十
円
（
現
行
六
千
九
十
円
）
に
増
額
す
る
こ
と
。

四
、
本
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
昭
和
六
十
一
年
四
月
一

　
日
か
ら
適
用
す
る
こ
と
。

委
員
長
報
告

　
　
二
七
ペ
ー
ジ
参
照




